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【EMD.GR.JP掲載のニュース】 
（2003年 7月 3日～ 

2003年 9月 17日分） 
 
 
ソニー、Net MDシステム「サウ
ンドゲート」の新モデルを発表 
 
 ソニーは、Net MD対応のオーディオシス
テム「サウンドゲート」の新モデル

「LAM-Z03」を 2003年 10月 21日より発売
すると発表した。 
 
 デスクトップオーディオシステム「サウン

ドゲート」は、コンパクトサイズの CD/MD
オーディオシステム。「LAM-Z03」は、従来
モデル「LAM-Z10」のイメージを踏襲しなが
ら、ブルーに点灯する液晶ディスプレイなど

により高級感の向上などを図った。 
 
 Net MD に対応しており、付属ソフト

「 Sonic Stage Ver.1.5 」 (Windows 98 
SE/Me/2000/XP対応)を使って、CDや電子音
楽 配 信 （ EMD : Electronic Music 
Distribution）サービスからダウンロード購
入した音楽データをパソコンのハードディス

ク上に保存、オーディオデータの管理や USB
端子経由での転送が可能。転送速度は最大 32
倍速。 
 
 新たに、8cm 径のフルレンジユニットと

2.5cm径のツイータを搭載した 2ウェイスピ
ーカーを採用し、高音質化を図っている。 
 
 最大出力は 2W×2ch。液晶ディスプレイは
カナ漢字表示に対応する。ボディカラーは、

シルバー、ホワイト、ブラックの 3モデル。
価格はオープン。 

（9/17） 
 
 
クリエイティブ、超小型 1インチ
ハードディスクを採用した

「Creative NOMAD MuVo2」を
発表 
 
 クリエイティブメディアは、1 インチ
1.5GBハードディスクを採用した「Creative 
NOMAD MuVo2（クリエイティブ ノマド ミ
ューボ スクウェア）」を 10 月上旬よりで発
売すると発表した。 
 
 Creative NOMAD MuVo2は、最新の 1イ

ンチ 1.5GBハードディスクを採用し、本体サ
イズの大幅な小型化を達成。 
 
 対応コーデックはWMAとMP3。インター
フェースは USB2.0を採用し、高速転送を実
現している。 
 
 さらに USB マスストレージクラスにも対
応。Windowsエクスプローラ上で各種ファイ
ルを簡単ドラッグ＆ドロップ転送が可能とな

っている。 
 
 電源は AC アダプターからだけでなく、
USBインターフェースからの充電が可能。バ
ッテリーは着脱可能となっており、オプショ

ンでのバッテリー販売も予定している。 
 
 液晶ディスプレイは日本語表示に対応。サ

イズは 67 x 66.5 x 20mm。価格はオープン。 
（9/12） 

 
 
Rio Japan、1.5GB HDDを搭載し
た「Rio Nitrus」を発表 
 
 米 Digital Networks North America
（DNNA社）の Rio事業担当部門である Rio 
Japanは、1.5GBデジタル・オーディオ・プ
レーヤー「Rio（リオ）Nitrus（ナイトラス）」
を 10月上旬よりで発売すると発表した。 
 
 Rio Nitrusは、新開発の 1.5GBの超小型ハ
ードディスクドライブを採用することにより

重さ 78g（充電池含む）の軽量化を実現。 
 
 対応コーデックはWMAとMP3。インター
フェースは USB2.0を採用し、高速転送を実
現している。 
 
 筐体は光沢のあるピアノブラックのカラー

を採用し、曲面をいかしたデザインとなって

いる。操作面ではリオ・スティックとロータ

リーホイールを採用し、片手での操作性を向

上させているとしている。 
 
 また、付属のオーディオ管理ソフトウェア

「Rio Music Manager(Ver.2)」と連携し、パ
ソコンと接続するだけで、パソコン上の音楽

ライブラリと同期し、収録している楽曲を自

動的に更新することができるオートシンクロ

機能を搭載している。 
 

 さらに、Rio Nitrus本体にも ID3等のタグ
情報や再生情報による自動プレイリスト生成

機能を搭載しており、複数のアルバムや個別

に転送した楽曲をアーティスト、アルバム、

ジャンルおよび年代別といった様々な再生を

簡単に行うことが可能となっている。 
 
 液晶ディスプレイは日本語表示に対応。サ

イズは 62.4(W)×82(H)×17.8(D)mm。価格
はオープン。 
 
 なお、フラッシュメモリーを搭載し、SD
カードによる増設に対応した「Rio Chiba（チ
イバ）128MB／256MB」も同時に発表され
ている。 

（9/11） 
 
 
松下、小型動画カメラ「D-snap」
シリーズを一新 SD オーディオ 
PC レコーディングソフトもバー
ジョンアップ 
 
 松下電器産業は、多機能デジタルカメラ

「D-snap」シリーズに、薄さ 9.9mm の 200
万画素モデルや、MPEG-4対応の動画モデル
など新ラインナップ 4機種を 10月 10日より
順次発売すると発表した。 
 
 MPEG-2録画に対応した「SV-AV100」や、
MPEG-4 対応の「SV-AV50」、従来モデル同
様のデザインを採用した「SV-AV35」、9.9mm
厚の「SV-AS10」の 4機種。価格は全機種オ
ープンプライス。 
 
 このうち、音楽再生機能を備えているのは

「SV-AV50」、「SV-AV35」、「SV-AS10」。 
 
 対応する 3機種は、いずれも AACとMP3
に対応、「SV-AS10」はWMAにも対応する。
別売の SD-Jukeboxを利用することで PCか
ら SD カードにオーディオファイルを転送す
ることができる。 
 
 今回、D-snapの発売に併せて、D-snapに
対応したオーディオソフト「SD-Jukebox 
Version 4 Light Edition」と 128MB SDカー
ドをセットにした「SDアクセサリーセット」
(VW-SJK10)が 10 月 10 日に、SD Jukebox 
Version 4 Standard Edition「SDオーディオ 
PC レコーディングソフト」(SH-SS20)が 11
月 15 日に発売される。価格はいずれもオー
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プンプライス。 
 
 Version 4では新たに、ノンセキュア音楽フ
ァイルの PC での再生、ドラッグ&ドロップ
での SD カードへの書き込みなどが追加され
た。 
 
 Standard Editionのみ搭載機能としては、
MP3での CD録音機能、新機能の 3Dサラウ
ンド「ハイパーサラウンドシステム」、Move
機能（E-TOWERなど音楽配信端末との連携）
／Migrate機能（SV-SR100との連携）、シン
プルプレーヤ（スキン）機能が挙げられてい

る。 
（9/11） 

 
 
オンキヨー、ネットワークオーデ

ィオ第 2弾を発表 
 
 オンキヨーは、独自に開発したネットワー

ク音楽配信システム「Net-Tune（ネット・チ
ューン）」に対応したホームネットワークオー

ディオ機器の第二弾製品、NC-500X(B)を
2003年 10月下旬に発売すると発表した。 
 
 Net-Tune は、コンピュータのネットワー
クでは一般的な Ethernet を介して、デジタ
ル音楽を家庭内で配信し、従来のオーディオ

機器に匹敵する音質と操作性を実現するネッ

トワーク配信システム。 
 
 オーディオ機器として最適化された NTSP
（Net-Tune system protocol）を採用して、
ストレスを感じることなくネットワーク環境

で快適な音楽再生を実現している。 
 
 2002年 12月にネットワークオーディオ機
器の第一弾製品 NC-500を発売。今回の新製
品 NC-500X では、パソコンを音楽サーバー
として使用できる Net-Tune Central を大き
く改善した。 
 
 Net-Tune Central ver.1.2では、パソコン
内の音楽を呼び出してネットワークオーディ

オ機器でストリーミング再生を実現する既存

の機能に加え、パソコンからオーディオ機器

をコントロールして、パソコン内の音楽を簡

単に再生することが可能となっている。 
 
 また従来機種と同様、ブロードバンド環境

が整っている場合には、インターネットラジ

オを直接受信することができる。 Imerge 社
との提携により、インターネットラジオのポ

ータルサイトに登録されたインターネットラ

ジオ局の中から好みの局を選択して、世界に

流れるラジオ放送を楽しむことができる。 
 
 価格は 50,000円。また、NC-500Xに組み
合わせるスピーカーとして、本格オーディオ

仕様のコンパクトスピーカーD-057MP2（D)
も同時に発売する。 

（9/10） 
 
 
有線ブロード、契約件数 15 万弱
に 
 
 有線ブロードネットワークスは、ブロード

バンド事業（FTTHブロードバンドインター
ネットサービス）について、2003年 8月末時
点の進捗状況を発表した。 
 
 これによると、工事日が確定している契約

者数が 148,201件、回線が開通している取り
付け数が 89,096件となった。 
 
 前月 2003年 7月末時点のものと比べると、
契約者数で約 12,700 件、取り付け数で約
7,400件となる増加となっている。 
 
 なお、前々月より公表されている集合住宅

における 1棟あたりの平均加入戸数は 4.11、
集合住宅取付棟数は 19,694となっている。 

（9/10） 
 
 
8 月末の DSL 加入者数は 888 万
突破 
 
 総務省から 2003年 8月末時点のDSL加入
者数の速報が発表された。それによると加入

者数は8,881,039で、これは前月末の4.0%増。
増加率は前月から 0.6%のプラス。 
 
 内訳を見ると NTT 東西のフレッツ ADSL
での加入者が 3,328,861。他事業者経由の
DSL加入者が残りの 5,552,178。NTT東西の
フレッツADSLのシェアは 37.5%と前月から
0.1%のプラス。 

（9/10） 
 
 
 

Broadcom、省電力超小型無線
LANモジュールを発表 
 
 Broadcom は、世界初のシングルチップ無

線 LANソリューション「AirForce One」を
発表した。 
 
 このソリューション最初のチップ製品は

IEEE 802.11bに対応する「BCM4317」。 
 
 「BCM4317」では、従来の 2 チップ構成
でも外付けとなっていたバラン（平衡-不平衡
の変換装置）、RFパワーアンプ、送受信切り
替え、ダイバシティ用のアンテナ切り替え回

路などもワンチップにまとめられ、Bluetooth
モジュール用のインターフェースも内蔵して

いる。 
 
 これにより、基板面積を 87％縮小、消費電
力は最大で 97％低減し、ノートパソコン以外
に PDA、携帯電話、小型デジタルカメラ、
MP3 プレーヤーなどへの搭載も見込んでい
るとしている。 

（9/9） 
 
 
iTunes Music Store の楽曲販売
数、1千万曲に達する 
 
 アップルは、「iTunes Music Store（アイチ
ューンズ・ミュージックストア）」からの楽曲

ダウンロード販売数が、4 ヶ月前の立ち上げ
以来 1千万曲を超え、毎週の平均ダウンロー
ド数が 50万曲に達していると発表した。 
 
 1千万曲目となったのは、2003年 9月 3日
午前 11時 34分（米国西部時間）にダウンロ
ー ド 販 売 さ れ た 、 Avril Lavigne の

“Complicated”。 
（9/8） 

 
 
アップル、iPodに 20GB/40GBモ
デルを追加 
 
 アップルコンピュータは、HDD オーディ
オプレーヤー「iPod」の第三世代に、20GB
モデル「M9244J/A」と、 40GB モデル

「M9245J/A」を追加すると発表した。 
 
 両機種とも、1台でWindowsとMacintosh
の両方に対応しており、HDD 容量以外の仕
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様は変更されていない。 
 
 厚みは 15.7mm（40GBモデルは 18.5mm）、
重量が 158g（同 176g）。 
 
 発売は 2003 年 9 月 13 日より、価格は
「M9244J/A」が 47,800円、「M9245J/A」が
59,800円。 

（9/8） 
 
 
シャープ、Net MD対応 1ビット
ポータブルMDレコーダーを発表 
 
 シャープは、「モバイル 1ビットデジタルア
ンプ」を搭載した『Net MD』対応ポータブ
ルMDレコーダー、Auvi(アウビィ)IM-DR80
を 2003 年 9 月 18 日より発売すると発表し
た。 
 
 IM-DR80 は、PC から ATRAC/ATRAC3
の音楽データを高速転送できるNet MDに対
応したポータブルMDレコーダー。 
 
 アンプ部には独自のモバイル 1ビットデジ
タルアンプを搭載、左右のチャンネルを独立

分離させた 4極プラグタイプのインナーイヤ
ー型ヘッドフォンを採用し、高音質再生を実

現している。 
 
 USB、光デジタル/アナログ入力を各 1 系
統、アナログ出力を 2系統装備したクレード
ルタイプの「マルチリンクステーション」が

付属。本体を置くだけで充電や PC との接続
が可能なほか、ステレオミニ入力を持つアク

ティブスピーカーなどと組み合わせて、手軽

に音楽を楽しむことができる。 
 
 なお、マルチリンクステーションには液晶

画面と操作キーを装備しており、再生/停止の
コントロールや、編集なども行なえる。 
 
 リモコンは、カナ/英数に加え、漢字/かな表
示にも対応。さらに、マイク録音の操作がリ

モコンから行なえる「録音キー」を搭載して

いる。 
 
 また、海外旅行などに便利なコンパクトサ

イズの「マルチボルテージ対応 AC アダプタ
ー」も付属する。 
 
 外形寸法は 80.1×72.6×16.6mm（幅×奥

行き×高さ）。重量は約 120g（充電池含む）。
カラーリングは、シルバー(-S)、レッド(-R)、
ブラック(-B)の 3 種類。価格はオープンプラ
イス。 

（9/6） 
 
 
ソフィアシステムズ、インターネ

ット放送用の IPラジオを発表 
 
 ソフィアシステムズは、パソコンを介さず

にインターネット放送が視聴できるインター

ネット放送専用ラジオ「IP ラジオ Model 
IPR-10」を 9 月 22 日より発売すると発表し
た。 
 
 IPラジオ Model IPR-10は、本体サイズが
150×26×150mm（幅×奥行×高）。対応す
る放送データ形式は、MP3 および Windows 
Media Audioの 2形式。 
 
 利用するには、ADSLや CATV、FTTHな
どといったブロードバンド回線のほか、

DHCPサーバー機能を持つルータが必要。ま
た、製品にはスピーカー機器が付属していな

いため、スピーカーやヘッドフォンも別途必

要。 
 
 本体には、あらかじめ 50 局以上のインタ
ーネット放送局が登録されているほか、同一

ネットワーク上にある HTML2.0 が表示可能
なブラウザを搭載するパソコンから最大 99
局まで放送局の追加変更登録が可能となって

いる。 
 
 価格は 34,800円。当初は同社Webサイト
のみで販売される。 

（9/4） 
 
 
エプソン、中国簡体字フォントを

サポートするマイコン発表 
 
 セイコーエプソンは、中国簡体字フォント

をサポート可能な大容量データ ROM/LCD
ドライバ搭載 8ビットマイクロコンピュータ 
『S1C88650』を開発し、販売を開始すると
発表した。サンプル価格は 1,800円。 
 
 「S1C88650」は、日本国内で販売中の携
帯オーディオ機器に採用されている漢字表示

可能な「S1C88649」をベースに、中国簡体

字などの大容量フォントを格納できるよう、

データ ROM容量を拡大、LCDドライバを追
加した製品。 
 
 搭載が見込まれる機器として、携帯オーデ

ィオ機器、コードレスフォン、家電リモコン

等、バッテリー駆動の LCD 漢字表示付き小
型携帯機器が挙げており、現在、英文字表示

携帯オーディオ機器が主流である中国市場に

おいて、今後、中国簡体字フォント等が表示

可能な機器が登場し、拡大が見込まれている

としている。 
（9/5） 

 
 
ソフィアシステムズ、インターネ

ット放送用の IPラジオを発表 
 
 ソフィアシステムズは、パソコンを介さず

にインターネット放送が視聴できるインター

ネット放送専用ラジオ「IP ラジオ Model 
IPR-10」を 9 月 22 日より発売すると発表し
た。 
 
 IPラジオ Model IPR-10は、本体サイズが
150×26×150mm（幅×奥行×高）。対応す
る放送データ形式は、MP3 および Windows 
Media Audioの 2形式。 
 
 利用するには、ADSLや CATV、FTTHな
どといったブロードバンド回線のほか、

DHCPサーバー機能を持つルータが必要。ま
た、製品にはスピーカー機器が付属していな

いため、スピーカーやヘッドフォンも別途必

要。 
 
 本体には、あらかじめ 50 局以上のインタ
ーネット放送局が登録されているほか、同一

ネットワーク上にある HTML2.0 が表示可能
なブラウザを搭載するパソコンから最大 99
局まで放送局の追加変更登録が可能となって

いる。 
 
 価格は 34,800円。当初は同社Webサイト
のみで販売される。 

（9/4） 
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東京電力グループのホットスポッ

トサービス、9 月末でサービス終
了 
 
 スピードネットは、運営する公衆無線 LAN
の実験サービス「ノマディック・サービス実

験」は、9 月末でサービスを終了すると発表
した。 
 
 ノマディック・サービス実験は、IEEE 
802.11bに準拠した公衆無線 LANサービス。 
 
 エーエム・ピーエム・ジャパン、パワード

コム及びサイバーコネクション・ジャパンの

協力のもとで 2002 年 9 月 17 日より開始さ
れ、当初は 2003年 2月 28日に終了する予定
が 9月末まで延長されていた。 

（9/1） 
 
 
総務省、7 月末のインターネット
利用者数を発表 
 
 総務省は、2003年 7月末の時点でのインタ
ーネット接続サービスの利用者数速報を発表

した。 
 
 いわゆるブロードバンドの利用者数として

は、CATVインターネットが 228.3万人、DSL
が 8,541,340人、FTTHが 531,332人となっ
て、総数は 1,135万 5,672人。 
 
 一方、ダイヤルアップ型の加入者数は

1,968 万 4,000 人で、単月で約 7 万人の減少
となっている。 

（8/30） 
 
 
ルネサス、USB2.0 とメモリース
ティック PRO に対応したマイコ
ン発表 
 
 ルネサステクノロジは、PC 周辺機器やメ
モリースティック対応の民生機器向けに、

USB2.0とメモリースティックPROに対応し
たフラッシュメモリー内蔵の 16 ビットマイ
コン「H8S/2172F」を製品化したと発表した。
2003年 10月からサンプル出荷を開始する。
サンプル価格は 1,700円。 
 
 「H8S/2172F」は、16 ビットマイコン
｢H8S/2000｣CPUコアを搭載し、USB2.0（ハ

イスピード）のファンクションモジュールを

1 モジュール内蔵、転送モードとして、コン
トロール、バルク、インタラプトをサポート

し、最大 480Mbpsの転送速度を実現する。 
 
 また、160Mbpsの転送速度をもつメモリー
スティックPRO対応のインターフェースを1
チャネル内蔵し、さらに著作権保護技術のマ

ジックゲートを搭載している。 
 
 これにより、本製品を使用することで、

USBを備え、メモリースティックおよび著作
権保護対応の機器を容易に開発することがで

きる。 
 
 さらに、256K バイトのフラッシュメモリ
ーを内蔵しており、各種ドライバソフトなど

のファームウェアソフトの格納やシステムプ

ログラムの書換えが容易となっている。 
 
 今後、USBファンクションだけを内蔵した
「H8S/2170F」、USBファンクションとメモ
リースティック PRO 対応のインターフェー
スを内蔵した「H8S/2171F」の開発を予定し
ており、製品の更なるラインアップの拡充を

図っていくとしている。 
（8/29） 

 
 
日立、容量 4GBのMicrodriveを
発表 
 
 日日立グローバルストレージテクノロジー

ズは、容量 4GB の Microdrive「Microdrive 
3K4-4」のサンプル出荷を開始したと発表し
た。 
 
 パッケージは Type2 CF サイズ、重さは
16g 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス は CF+
（ATA/PCMCIA互換）に対応。 
 
 実効転送速度は従来比で約 70%高速化し、
4.3～7.2MB/secに達する。 
 
 回転数は 3,600rpm、キャッシュ容量は
128KB、アイドル時の動作音は 18dB。 
 
 なお、2GBモデルも 2003年末に出荷予定。 
 
 高画質デジタル写真、動画データ、MP3な
どのサウンドデータ、ゲーム、大容量コンテ

ンツを手軽に持ち歩ける携帯情報端末などの

用途を想定している。 
（8/27） 

 
 
東芝、世界最小・最軽量の HDD
内蔵オーディオプレーヤーを発表 
 
 東芝は、1.8型 20GB HDDを内蔵したポー
タブルオーディオプレーヤー「gigabeat G20」
(MEG200J)(S)を 2003年 10月上旬に発売す
ると発表した。価格はオープン。 
 
 サイズは 76.5（幅）×89.5（奥行き）×12.7
（高さ）ミリ、重さ 138グラムとコンパクト
になった。MP3、WMA、WAVの再生に対応
する。 
 
 オーディオデータの転送を行うソフトウェ

アとしては、「Windows Media Player 9シ
リーズ」と、付属の「TOSHIBA Audio 
Application Ver2.0」が利用可能。どちらのソ
フトウェアを使用しても、オーディオデータ

の転送時に自動的に曲情報データベースが作

成されるため、アーティスト名、アルバム名

ごとに聴きたい曲を選択することができる。 
 
 また、高速データ転送が可能な USB2.0に
対応しており、CD1枚相当のオーディオデー
タの転送であれば、約 30 秒で行うことが可
能。 
 
 ボディ素材にはアルミ合金を採用するな

ど、高級感のあるスタイリッシュなデザイン

に仕上げており、軽量・薄型の内蔵式リチウ

ムイオン充電池により、コンパクトサイズな

がら約 11時間の連続再生を実現している。な
お、充電は付属のスタンドからのみ可能。 
 
 表示機能では160×86ドットのバックライ
ト液晶を搭載し、漢字を含む日本語表示も可

能。OSにはMEG50JSと同じく Linuxを採
用しており、基本的な操作性は変更されてい

ない。 
 
 ボディカラーは「ホワイティッシュシルバ

ー」に加え、「サファイアブルー」モデルが東

芝 ホ ー ム ペ ー ジ

（ http://www.toshiba.co.jp/mobileav/audio/
）限定で販売される。 

（8/22） 
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NECなど、人工衛星を使った高速
インターネット接続サービスを準

備 
 
 日本電気、NEC東芝スペースシステムは、
衛星を使った超高速インターネットサービス

の事業化検討を行うために、JSAT の出資も
得て、2003年 8月 7日、企画会社を設立した
と発表した。 
 
 企画会社名は超高速衛星インターネットサ

ービス企画。新たに民間で衛星を打ち上げ、

これを使って超高速インターネットサービス

を日本全国に提供することを目指し、その事

業化検討を行うことを目的としている。 
 
 現在、NEC東芝スペースシステムでは、国
の研究開発衛星である超高速インターネット

衛星（WINDS：Wideband InterNetworking 
engineering test and Demonstration 
Satellite）の開発を主契約者として宇宙開発
事業団より受注し、製作を進めている。 
 
 2005年度末の打上げを目指している、この
WINDS の技術成果を活用することにより、
各加入者に対しADSLと同等の低価格なサー
ビス料金で、地上光ファイバーなみの高速/
大容量でのインターネットサービスを提供す

ることができるとしている。 
（8/21） 

 
 
蘭 Philips、ソニーからメモリース
ティック技術のライセンスを取得 
 
 オランダ Royal Philips Electronicsは、ソ
ニーからフラッシュメモリーカード「メモリ

ースティック」技術に関するライセンスを取

得したと発表した。 
 
 Philips 社は同技術を、プログラマブル
SOCとマルチメディア向けシステム・ソリュ
ーションを含む製品群「Nexperia」ファミリ
ーに適用する。 
 
 メモリースティック制御ロジックを

Nexperiaに組み込むと、デジタルテレビなど
の Nexperia 対応機器とメモリースティック
とのあいだで直接的な接続が可能となり、シ

ステムの全体的な性能が改善するとしてい

る。 
 

   Philips社は、メモリースティック技術を組
み込んだ Nexperia システム・ソリューショ
ンを 2004 年第 2 四半期に提供するとしてい
る。 

（8/20） 
 
ソニー、「メモリースティック デ
ュオ」のラインアップを一新 
 
 ソニーは、小型フラッシュメモリーカード

「メモリースティック Duo」の新製品と「メ
モリースティック PRO Duo」、メモリーステ
ィックの全種類のメディアに対応したリーダ

ー/ライター「MSAC-US30」を 2003年 9月
19日より発売すると発表した。 
 
 メモリースティック Duo は容量 32MB の
「MSH-M32A」、64MBの「MSH-M64A」、
128MB の「MSH-M128A」と型番が変更さ
れ、16MBモデルが廃止された。 
 
 機能面では、現行のシリアル・インターフ

ェイスによるメモリースティック対応機器と

の互換性を確保しながら、パラレルインター

フェイスに対応し、最大転送速度(理論値)が
メモリースティックPROと同じ 160Mbpsと
した。また、すべてのモデルで著作権保護機

能「マジックゲート」にも対応する。 
 
 価格はオープンプライスだが、店頭予想価

格はそれぞれ 3,000 円前後、5,200 円前後、
8,000円前後の見込み。 
 
 メモリースティック PRO Duoは大容量/高
速転送を可能にしたメモリースティック

PROの小型版。本体サイズはメモリースティ
ック Duoと同じ。256MBの「MSX-M256A」、
512MBの「MSX-M512A」が用意される。 
 
 標準サイズの「メモリースティック PRO」
に比べ、約 43%薄い筐体内にメモリーチップ
を高密度に積層することで、最大 512MB の
高容量を実現。同様に最大転送速度(理論値)
は 160Mbps、最低書き込み速度が 15Mbps
となる。また、マジックゲートにも対応する。 
 
 価格は同じくオープンプライスだが、店頭

予想価格はそれぞれ 15,300 円前後、35,000
円前後の見込み。 
 
 「MSAC-US30」は、アダプターを介する
ことなく「メモリースティック デュオ」を直

接挿入し使用できる「スタンダード/デュオ 
サイズ対応スロット」を搭載、USB 2.0 High 
Speed インターフェースに対応するリーダ
ー/ライター。 
 
 従来品比約 30%の小型化、約 40%の軽量化
を実現し、著作権保護技術「マジックゲート」

に対応しているほか、アプリケーションソフ

ト"SonicStage"ver.1.5が付属する。 
 
 価格は 5,700円。対応 OSはWindows 98 
SE/Me/2000/XP、Mac OS 9.0～9.22、Mac OS 
X 10.1～10.2.6。 

（8/20） 
 
 
7 月末の DSL 加入者数は 850 万
突破 
 
 総務省から 2003年 7月末時点のDSL加入
者数の速報が発表された。それによると加入

者数は8,541,340で、これは前月末の3.4%増。
増加率は前月から 1.0%のマイナス。 
 
 内訳を見ると NTT 東西のフレッツ ADSL
での加入者が 3,193,724。他事業者経由の
DSL加入者が残りの 5,347,616。NTT東西の
フレッツADSLのシェアは 37.4%と前月から
0.2%のプラス。 

（8/19） 
 
 
OD2、ヨーロッパで有料音楽配信
サービスを開始 
 
 サ英 On Demand Distribution（OD2）と
米Microsoftは、「Microsoft Windows Media 
Player 9 Series」用の有料音楽配信サービス
を欧州で提供すると発表した。 
 
 いずれも OD2 が運営を担当し、最初に
2003 年 8 月 14 日より英国で「MSN Music 
Club」の拡張サービスとしてサービスを開始
する。また 2003 年 9 月には、英国、フラン
ス、ドイツ、イタリア、スペイン、ベルギー

で提供中の音楽配信サービス「Tiscali Music 
Club」においても同じサービスの提供を始め
るとしている。 
 
 楽曲数は 5大レーベルと主要インディーズ
レーベルを合わせ 20 万曲以上、1 曲当たり
0.75ポンド（0.99ユーロ）でダウンロードで
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きるほか、アルバム 1枚は 7.99ポンド（12.49
ユーロ）で購入できる。また MSN および

Tiscaliの両サービスとも、加入ユーザーには
1曲当たり 0.62ポンド（0.97ユーロ）という
割引価格が適用される。 
 
 MSN Music Clubと Tiscali Music Clubの
ユーザーは、Windows Media Player 9 Series
上で楽曲の検索、表示、ダウンロード、管理、

再生が行える。さらに個人使用を目的とした

CD への焼き付け、50 種類以上のポータブ
ル・デバイスへの転送が可能となっている。 

（8/15） 
 
 
du-ub.com、8 月末でサービス終
了 
 
 ドゥーブ・ドットコムは、有料音楽配信サ

イト「du-ub.com」のサービスを 8 月 31 日
24:00で、終了すると発表した。 
 
 なお、これ迄にダウンロード購入された楽

曲については、引き続き利用できるとしてい

る。 
 
 du-ub.comは 2001年 2月 16日に開設され
た、有料音楽配信サイト。サービス開始時点

では、東芝 EMIとワーナーミュージック・ジ
ャパンの 2社が楽曲を提供していたが、その
後ユニバーサル ミュージック、イーストワー
クス エンタティンメント、アール・アンド・
シー・ジャパンなども加わっていた。価格は

1曲 350円。 
 
 配信フォーマットもWMA、ATRAC3、AAC
を取り揃え、2001 年 12 月 10 日からは
NetMDにも対応していた。 

（8/14） 
 
 
有線ブロード、契約件数 13 万件
を突破 
 
 有線ブロードネットワークスは、ブロード

バンド事業（FTTHブロードバンドインター
ネットサービス）について、2003年 7月末時
点の進捗状況を発表した。 
 
 これによると、工事日が確定している契約

者数が 135,506件、回線が開通している取り
付け数が 81,602件となった。 

   
 前月 2003年 6月末時点のものと比べると、
契約者数で約 12,500 件、取り付け数で約
7,000件となる増加となっている。 
 
 なお、前月より公表されている集合住宅に

おける 1棟あたりの平均加入戸数は 4.00、集
合住宅取付棟数は 18,423となっている。 

（8/8） 
 
 
IEEE、ポータブル機器への高速
無線接続規格「IEEE802.15.3」採
択 
 
 IEEE（米電気電子通信学会）は、近距離に
おける無線接続、いわゆるWireless Personal 
Area Network（WPAN）に関する最新の規
格「IEEE802.15.3」を標準規格として採択し
たことを発表した。 
 
 IEEE802.15.3 はマルチメディア、静止画
像、オーディオコンテンツをホームネットワ

ーク上で共有することを念頭に、免許を必要

としない 2.4GHz 帯を使用、固定機器やポー
タブル機器との間のネットワークを構築す

る。 
 
 データレートは 11、22、33、44、55Mbps
から選択することができ、実際のスループッ

トは 45Mbpsに達するとされている。 
 
 IEEE802.15.3 を実装した機器は、アドホ
ックに接続して P2P ネットワークを構築す
る。ネットワーク上のデータは、米国政府が

定めた暗号規格「AES 128」で保護すること
もできる。 
 
 なお、既存のWPANである、Bluetoothや
Wi-Fiとして知られる 802.11規格の製品とも
共存できるとしている。 

（8/7） 
 
 
ヤマハ、無線標準搭載ホームミュ

ージック・ネットワークシステム

発表 
 
 ヤマハは、高音質なワイヤレス・ミュージ

ック・ネットワークを家庭内で簡単に構築で

きる世界初の無線標準搭載・ホームミュージ

ック・ネットワークシステム「MusicCAST

（ミュージックキャスト）」を、2003 年 10
月下旬より発売すると発表した。 
 
 MusicCAST は、デジタルオーディオサー
バーの「MCX-1000」、デジタルオーディオタ
ーミナル「MCX-A10」と専用のスピーカーシ
ステム「MCX-SP10」（2本 1組）から構成さ
れる。 
 
 1 台のサーバー（MCX-1000）に対して最
大 5台までのクライアント（MCX-A10）をワ
イヤレス接続でき、さらに有線接続 
(Ethernet) を含めればMCX-A10を最大 7台
まで接続可能、サーバーと合わせて 8ケ所で
音楽を楽しむことができる。  
 ユーザーは家庭内の好きな場所で、サーバ

ー内に録音した音楽やサーバーに接続した外

部オーディオをリモコン操作で自由にリクエ

ストして楽しむことができる。 
 
 MCX-1000は 80GBの HDDを搭載し、約
100時間（リニア PCM非圧縮モード）～ 約
1000時間（MP3モード、圧縮レート 160kbps
時）の音楽を保存できるほか、時間を指定し

たタイマー再生や、各部屋のMCX-A10をコ
ントロールすることも可能。  
 またMCX-A10には、サーバーとの音楽通
信機能に加えて 17W＋17W の高音質デジタ

ルパワーアンプ、外部オーディオ入出力も備

えており、同時発売の専用スピーカーシステ

ム（MCX-SP10）などと接続して迫力あるサ
ウンドを実現する。 
 
 MP3 録音モードは、圧縮レートを 320、
256、160kbpsから選択でき、リニア PCMを
選択した場合でもクライアント再生用に

MP3にて同時記録される。 
 
 音楽ファイルは全ての端末で同時再生が可

能だが、リニア PCM モードで録音されたフ

ァイルは同時 1台のみしか再生できない。な
お、1 台の端末がリニア PCM モードのファ

イルを再生中の場合でも、残りの端末はMP3
モードのファイルならば同時に再生できると

いう。 
 
 そのほか、MCX-1000 本体には、約 35 万
アルバムの曲名情報を収録した Gracenote 
CDDBを内蔵。音楽 CDを入れるだけでアル
バム名や曲名などを自動表示できるほか、最

新タイトルに関してはインターネット上から

検索することで情報を表示することができ
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る。 
 
 製品価格はオープンプライスだが、店頭予

想価格で MCX-1000 は 20 万円前後、
MCX-A10 は 7 万円前後、MCX-SP10 は
13,000円前後となる見込み。 

（8/7） 
 
 
ソニー、サムスンにメモリーステ

ィックの製造/販売ライセンスを
提供 
 
 ソニーは、サムスン電子にメモリースティ

ック・メディアの製造販売ライセンスを行う

ことで合意したと発表した。 
 
 この合意は、2001年 8月に両社にて基本合
意された、サムスン電子の民生用機器（DVD
プレーヤー、携帯電話、PC、テレビなど）で
のメモリースティック採用および開発協力に

続き、両社の協力関係をさらに強固にするも

の。 
 
 サムスン電子は、メモリースティック対応

製品の製造に加え、今回のライセンス取得に

よって、メモリースティック・メディアの自

社生産が可能となり、2003年度第二四半期か
らの生産開始に続いて、対応製品への同梱販

売及びメディアの単独販売を行うとしてい

る。 
（8/6） 

 
 
総務省、6 月末のインターネット
利用者数を発表 
 
 総務省は、2003年 6月末の時点でのインタ
ーネット接続サービスの利用者数速報を発表

した。 
 
 いわゆるブロードバンドの利用者数として

は、CATVインターネットが 222.4万人、DSL
が 8,257,118人、FTTHが 458,293人となっ
て、総数は 1,093万 9,411人。 
 
 一方、ダイヤルアップ型の加入者数は

1,975万 8,000人で、単月で 40万 2,000人減
少している。 

（7/31） 
 
 

  KDDI、JR東日本と日本テレコム
が無線 LAN サービスで相互ロー
ミング 
 
 KDDIは、「KDDI公衆無線 LANスポット
実験」において提供中の携帯電話からのワン

タイム利用について、東日本旅客鉄道及び日

本テレコムが実施中の「無線による、駅での

インターネット接続実験」との相互ローミン

グを行うと発表した。 
 
 KDDI 公衆無線 LAN スポット実験は、新
千歳空港、関西国際空港、宮崎空港の各待合

室、東京ドームホテル、センチュリーハイア

ットなどでサービスを展開。サービス対象は

DION、KCOM 会員のほか、au 携帯電話か
らも ID とパスワードを取得、サービスを利
用できる。 
 
 無線による、駅でのインターネット接続実

験は、東京駅、新宿駅、渋谷駅といった JR
東日本の駅構内を中心にサービスを展開。こ

ちらもKDDIと同様に対応プロバイダーのほ
か、J-フォンの携帯電話ユーザーが IDとパス
ワードを取得できる。 
 
 実験期間の 2003年 7月 30日から 9月 30
日までは両サービスの相互ローミングが実施

され、どちらか 1サービスの対象ユーザーで
あれば、もう 1方のサービスも利用できる。 
 そのためau携帯電話でJR東日本のサービ
ス、J-フォン携帯電話で KDDIのサービスを
利用することもできる。ただし、KCOMのみ
JR東日本のローミング対象外となる。 

（7/30） 
 
 
OSTA、MPVの拡張仕様「Music 
Profile」のドラフトをリリース 
 
 Optical Storage Technology Association
（OSTA）は、CDや DVDディスクに格納さ
れたデジタルコンテンツ再生の標準規格

「MultiPhoto/Video（MPV）1.0」向けの拡
張仕様「Music Profile」の作業ドラフトをリ
リースした。 
 
 MPVは、ロイヤリティ・フリーのオープン
な規格。パソコンを使って CD や DVD ディ
スクに記録した写真、ビデオ、音楽を、家庭

用 CD および DVD プレーヤーなどで簡単に
再生できるようにする。 

 
 Music Profileでは、デジタル音楽コレクシ
ョンを視聴し、双方向閲覧するためのフォー

マットを定義する。 
 
 Music Profile 作業ドラフトは OSTA の
WWWサイトで入手可能。Music Profileの承
認は 2003年 9月を予定しており、OSTAは 9
月 1日までドラフトに関する意見を受け付け
る。 

（7/29） 
 
 
米 MUSICMATCH、有料音楽配
信サービスを今秋開始予定 
 
 米 MUSICMATCH は、有料音楽配信サー
ビス「MUSICMATCH Downloads」の開始
に当たり、大手音楽レーベル 3社と独立系レ
ーベル 6社と非独占的なダウンロード販売契
約を締結したと発表した。 
 
 今回提携を明らかにしたのは、BMG、EMI 
Music、Universal Music Group、Hollywood 
Records、Lyric Street Records、Roadrunner 
Records 、 Rounder Records 、 Sanctuary 
Records、TVT Recordsの 9社。 
 
 この契約に基づき、MUSICMATCH は 9
社から提供される楽曲の販売ができるように

なる。ユーザーは、複数の PC 上でデジタル
音楽の再生ができるとともに個人使用を目的

とした CD への焼き付け、ポータブル・デバ
イスへの転送が可能。 
 
 MUSICMATCH Downloadsサービスは、
デ ジ タ ル 音 楽 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア

「MUSICMATCH Jukebox」、会員制音楽配
信サービス「MUSICMATCH MX」、無料イ
ン タ ー ネ ッ ト ラ ジ オ サ ー ビ ス

「MUSICMATCH Radio」に完全に統合され
る。 
 
 月額費用は必要なく、北米で今秋からサー

ビス開始予定。今のところ Windows 環境の
みを対象に提供される。 

（7/29） 
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米 Roxio、「Napster 2.0」をクリ
スマス前にサービス開始予定 
 
 米 Roxioは、有料音楽ダウンロードサービ
ス「Napster 2.0」がクリスマスまでに利用で
きるようになる予定と発表した。 
 
 Napster 2.0は開始時点で 50万曲のダウン
ロードができるようになる予定。会費制、楽

曲毎のダウンロード、インターネットラジオ

のいずれか、あるいはその組み合わせを選ん

で料金を払うことができる。 
 
 Roxio では、サービス開始までにサービス
の詳細を随時発表していく予定としている。 

（7/29） 
 
 
クリエイティブ、HDD プレーヤ
ー新モデル「NOMAD Jukebox 
Zen NX」発表 
 
 クリエイティブメディアは、バッテリー交

換ができる HDD オーディオプレーヤー

「NOMAD Jukebox Zen NX」を 8月上旬よ
り発売すると発表した。 
 
 新たに、交換可能なリチウムイオンバッテ

リを採用。ボディデザインも変更され、本体

サイズは約 76×22×113mm、重量約 226g(バ
ッテリ搭載時)と小型軽量化された。外装はア
ノード処理を施したアルミを採用している。 
 
 MP3(VBR対応)、WMA、WAVの再生に対
応。著作権保護(DRM)付きWMAファイルの
転送と再生にも対応する。  
 Windows Media Audio 9もサポートする
が、WMA9 の Professional/Lossless コーデ
ックには非対応。  
 対応ビットレートは、MP3が 8～320kbps、
WMAが 8～192kbps。WAVのサンプリング
周波数は 11～48kHzに対応する。 
 
 周波数特性は 20Hz～20kHz、S/N 比は

98dB、チャンネルセパレーションは 75dB。
本体に132×64ピクセルの液晶ディスプレイ
を装備、日本語表示にも対応する。環境エフ

ェクトや、4 バンドイコライザ、タイムスケ
ーリングなどの機能も搭載している。 
 
 PCとの接続は、USB 2.0/1.1。ソフトウェ
ア は メ デ ィ ア プ レ ー ヤ ー 「 Creative 

  MediaSource」やオーディオ以外のデータを
転送する「Creative File Manager2」をバン
ド ル 。 対 応 OS は Windows 98 
SE/Me/2000/XP。 
 
 バッテリー駆動時間は約 14 時間、充電時
間は約 4時間。 
 
 20GBモデル「CNJBZN20U」と 30GBモ
デル「CNJBZN30U」が用意され、価格はと
もにオープンプライス。店頭予想価格は

20GB モデルが 29,800 円、30GB モデルが
36,800円。 

（7/28） 
 
 
東芝、オーディオプレーヤーのテ

ィザー広告を展開 
 
 東芝は、同社デジタル製品の総合サイト

「Digital Doors」でオーディオプレーヤーの
ティザー広告（予告広告）の掲載を開始した。 
 
 ティザー広告によると、8月 21日に“世界
ナンバーワン”のデジタル・オーディオ・プ

レーヤーが発表されるとなっている。 
 
 注釈に「1.8型 HDDオーディオプレーヤー
の容積について（2003年 7月現在）」とある
ことから、HDD 搭載携帯オーディオプレー
ヤーであることが類推される。 
 
 7月 31日／8月 6 日／8月 12日と今回を
含めて計 4回のティザー広告が“予告”され
ている。 

（7/26） 
 
 
NTT-BP、相模鉄道と西武鉄道沿
線で無線 LAN倶楽部を本格提供 
 
 エヌ・ティ・ティ・ブロードバンドプラッ

トフォーム（NTT-BP）は、相模鉄道と西武
鉄道沿線で公衆無線 LAN サービス「無線

LAN倶楽部」を本格提供すると発表した。 
 
 無線 LAN倶楽部は、IEEE 802.11bに対応
した公衆無線 LAN サービスで利用料金は定
額で月額 1,500円。  
 同サービスでは、インターネット接続サー

ビスのほか、PDA向けに無料、もしくは有料
のデジタルコンテンツをダウンロードできる

「コンテンツシンクロサービス」も提供して

いる。 
 
 サービスの本格提供が開始される相模鉄道

沿線は、2003年 4月から 6月末まで行われた
「無線 LAN 倶楽部トライアル」において、
サービスコンセプトや提供サービスに対する

受容性が確認されたことに伴うもの。 
 
 8 月 4 日の本格サービス時にサービスエリ
アとなるのは、横浜駅、二俣川駅、緑園都市

駅の 3駅、および湘南台駅近くの飲食店オリ
ーブの木 湘南台南口店、希望ヶ丘駅近くのド
トールコーヒーショップ 希望ヶ丘店の合計
5カ所。  
 そのほか、大和駅、湘南台駅の 2駅と、湘
南台駅近くのドトールコーヒーショップ 湘
南台西口駅前店でも、今後サービスを提供す

る予定だという。 
 
 なお、10月下旬から西武鉄道沿線でサービ
スが開始されるのは、池袋駅や石神井公園駅、

練馬駅、所沢駅の 4駅。 
（7/25） 

 
 
凸版印刷、コンテンツ流通でビジ

ネスモデル特許を取得 
 
 凸版印刷は、運営するコンテンツ流通事業

『Bitway（ビットウェイ）』に関して、ビジ
ネスモデル特許を取得したと発表した。 
 
 取得した特許は、1999年に出願した「有償
情報の流通方法」で、特許第 3428979号とし
て、2003年 7月下旬に登録公報が発行される
予定。 
 
 権利の内容は下記の通り。  
 (1)『Bitway』を通じて販売されている有償
コンテンツをユーザーが購入するにあた

り、各ユーザーが送信する購入依頼に対し

て、  
 (2)ユーザーの契約する ISPにて「ユーザー
認証」と「課金」が行われるとともに、

『Bitway』に対して「アクセスキー」の
発行が依頼される。  

 (3)『Bitway』では、ISPの依頼に基づいて、
「アクセスキー」を発行し、ユーザーに配

信する。  
 (4)ユーザーは、「アクセスキー」を『Bitway』
に送信し、『Bitway』では「アクセスキー」
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の認証を行い、ユーザーが送信した「アク

セスキー」が正しい場合のみ、有償コンテ

ツを楽しむことができるという仕組み。 
 
 この仕組みにより、ユーザーはクレジット

カード番号などを画面上で入力することな

く、ISPで決済することが可能となっている。 
 
 ISP にとっても、自社の課金システムを利
用しながら、『Bitway』の持つ豊富なコンテ
ンツを手軽に活用することができ、CP にと
っても自社コンテンツを『Bitway』に預けれ
ば、『Bitway』の持つ複数の販売チャネルを
効果的に利用しながら、煩雑な事務作業に追

われることなくコンテンツを販売することが

できる。 
（7/25） 

 
 
世界最大の音楽ダウンロードサー

ビス「BuyMusic.com」オープン 
 
 Windows ユーザーを対象とした世界最大
規 模 の 音 楽 ダ ウ ン ロ ー ド サ ー ビ ス

「BuyMusic.com」が、2003年 7月 22日か
らオープンした。 
 
 米国在住の Windows ユーザーなら楽曲 1
曲 79セントから、アルバムの場合 7.95ドル
からダウンロード購入が可能。ライセンスの

関係で利用は米国内に限定され、日本からの

購入はできない。 
 
 圧縮方式は WMA。Windows Media 9 
Seriesと Microsoft.NET frameworkをベー
スに構築されており、Windows Media Player 
(WMP) version 9.0が必要。 
 
 楽曲によって、著作権保護に対応したポー

タブルプレーヤーへの転送、CD-R への焼き
込みが可能となっている。 
 
 5 大レコードレーベルとともに数千ものイ
ンディーズレーベルとも契約。オープン時点

では約 30 万曲が登録されているが、今後さ
らに増えていく予定。 

（7/23） 
 
 
 
 
 

  Iomega、超小型リムーバブルディ
スク「DCT」を発表 
 
 米 Iomegaは、1.5GBの記憶容量を持つリ
ムーバブル記憶装置「 digital capture 
technology (DCT)」プラットフォームを発表
した。 
 
 DCT は、50 セント硬貨大のステンレス製
カートリッジに収められた重量 9g の超小型
記憶メディアと、それを利用した記憶装置。

同社の新MRヘッド設計や、富士写真フイル
ムの「NANOCUBIC」磁性メディアコーティ
ング技術を採用している。 
 
 カムコーダーや携帯型のビデオプレーヤ

ー、ハンドヘルド PC などをターゲットとし
ており、低消費電力化や耐衝撃性が考慮され

ている。既にデバイスメーカー多数にサンプ

ル出荷しているとしている。 
 
 Iomega によると、DCT の製品化は 2004
年 4～6月期になる見通し。また、シチズン、
TI がプラットフォームパートナーとして名
乗りを上げている。 

（7/23） 
 
 
日本通信、公衆無線 LANと PHS
の統合サービスを本格的に提供開

始 
 
 日本通信は、開発中の PHSと無線 LANの
両方を簡単に利用できるツール「b アクセス
WiFi」のベータ版を 2003 年 7 月 22 日より
U100シリーズの bモバイル･ユーザー向けに
リリースし、定額ワイヤレス通信サービス･

ｂモバイルでPHSに加え公衆無線LANも統
合して利用できるサービスを本格的に提供す

ると発表した。 
 
 「bアクセス」は、インターネット接続や b
モバイルの増速サービスなどの設定ができる

b モバイルユーザー向けユーティリティソフ
ト。今回のバージョン「bアクセスWiFi」よ
り、簡単に PHSと公衆無線 LANを切替えて
双方のネットワークを利用することができる

機能が搭載された。 
 
 公衆無線 LAN ネットワークごとに異なる
ESS-ID、WEPキー、ユーザーID、パスワー
ドなどの複雑な個別設定を行うことなく、ま

た最新の公衆無線 LAN スポット情報もイン
ターネット接続時に自動的にアップデートさ

れる。 
 
 対象となるユーザーは U100 シリーズのユ
ーザー。OS では Windows XP、ブラウザで
は Internet Explorer 5.5 SP2以降に対応し
ている。Netscape対応版は今後開発される予
定。 
 
 日本通信は通信事業各社が提供する公衆無

線 LANサービスとの「無線 LANローミング
サービス」を、2003年 3月の NTTコミュニ
ケーションズのホットスポットを皮切りに、

理経の BizPortal（東京・新宿区域中心）、JR
東日本/日本テレコム、JR東海/NTT ME、み
あこネット（京都地区中心）、FREESPOT（フ
リースポット）と推進しており、ローミング

利用可能な公衆無線 LAN スポット数は 1､
300 ヶ所を超えている（2003 年 7 月 1 日現
在）。 
 
 b モバイルユーザーは「エリアカバレッジ
の広い PHS パケット通信」と「ブロードバ
ンド通信が可能な公衆無線 LAN」を個別の契
約を行うことなく統合して利用することがで

きるようになるとしている。 
（7/22） 

 
 
東芝、SD カードを利用したデジ
タル著作権保護技術を開発 
 
 東芝は、SD（セキュア・デジタル）カード
の持つ著作権保護の機能を利用して SD カー
ドに記憶させた「鍵」と、対応するビューワ

ソフトを組み合わせることで、音楽や映像、

書籍といったデジタルコンテンツを、違法コ

ピーから守り、安全に流通させることができ

る 、 新 し い DRM （ Digital Rights 
Management）システムを開発したと発表し
た。 
 
 この DRMシステムの技術的な特長は、SD
カードの持つ著作権保護機能と、1 枚毎に固
有な識別番号（ID）を利用して、コンテンツ
を開くための「鍵（権利）」そのものを暗号化

した安全な「鍵」を作成することと、この「鍵」

とコンテンツ自体を切り離して配布すること

にある。 
 
 暗号化されたコンテンツと、やはり暗号化
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された「鍵」が揃うことではじめて、コンテ

ンツを解読展開して閲覧が可能になるという

仕組みとなっており、配布されるコンテンツ

自体をコピーしても「鍵」が無ければ利用す

ることができない。 
 
 これにより、コンテンツのユーザーへの配

布は、CDや DVDの送付や、インターネット
によるダウンロード、超流通システムなど、

どのような方法をとることも可能となり、コ

ンテンツの配信を行なう事業者と、コンテン

ツを購入するユーザーの双方にとって利便性

が向上するとしている。 
 
 また、SD カードに記憶させる「鍵」も、
SD カード１枚ごとの固有の識別番号（ID）
に関連付けて暗号化されるため、もし「鍵」

の情報をコピーしたとしても、SD カードそ
のものが無ければ「鍵」として機能せず、や

はりコンテンツを利用することができない。 
 
 従来は個人の認証をPCやPDAといった情
報機器それぞれが持つ固有の ID に依存して
いたため、認証された機器でしかコンテンツ

の利用ができなかったが、本システムでは個

人の認証に SD カードに保存された「鍵」を
使うので、ユーザーは「鍵」を保存した SD
カードさえあれば、購入したコンテンツを複

数の情報機器で利用することができるとして

いる。 
 
 今後は、コンテンツ配信事業者向けに商品

化を進め、「著作権の保護」と「ユーザーの利

便性」を同時に満たすシステムとして提供す

ることで、良質なデジタルコンテンツの流通

の促進と市場の拡大を図っていくとしてい

る。 
（7/17） 

 
 
ファインアーク、Ogg Vorbis対応
携帯音楽プレーヤー用システム

IPを商品化 
 
 ファインアークは、次世代音楽圧縮技術

Ogg Vorbis（オッグ・ボルビス）に対応した
携帯音楽プレーヤー用 LSI 向け『システム
IP』を開発し、国内メーカーで初めて商品化
したと発表した。 
 
 Ogg Vorbis は、MP3よりも圧縮効率・音
質共に優れ、使用するためのライセンスやロ

  イヤルティを必要としない次世代の音楽圧縮

技術。 
 
 本『システム IP』は、Ogg Vorbis 携帯音
楽プレーヤーシステムの構築に必要な「ハー

ドウェア IP」と「ソフトウェア IP」の統合
パッケージ。本『システム IP』だけで、追加
のハードウェアやファームウェアなしに、

Ogg Vorbis 携帯音楽プレーヤーとしての基
本機能を提供する。 
 
 「ハードウェア IP」には、独自設計の CPU
と DSPを内蔵する「マルチコアアーキテクチ
ャ」を採用、メモリカードインターフェース、

外部メモリインターフェース、液晶表示、キ

ー入力等の携帯音楽プレーヤーに必要な各種

周辺デバイスの制御回路を統合している。  
 したがって、本ハードウェア IPを集積した
ASIC チップを用いて携帯音楽プレーヤーを
設計する場合、外付け部品としてはメモリや

D/A コンバータ等の最小限の部品点数で済む
としている。 
 
 「ソフトウェア IP」には、Ogg Vorbis 伸
張用 DSP ファームウェアとシステム管理用
CPUファームウェアが含まれる。  
 マルチアーキテクチャの採用によって、

Ogg Vorbis 再生に必要な一連のソフトウェ
アタスク（メモリカードからのファイル読み

出し、Ogg Vorbis 伸張、DAC 出力、液晶表
示、キー入力受け付け等）を、CPU と DSP
に適切に割り当てることにより効率良く処理

している。 
 
 ハードウェア、ソフトウェア両面での工夫

により、最終製品の消費電力を左右する動作

クロック周波数に関しては、汎用 CPU を用
いて処理する方式の約 1/6、12MHzを達成し、
Ogg Vorbis 再生システムとして処理効率の
良いシステムになっている。 
 
 本『システム IP』は、携帯音楽プレーヤー、
ゲームコンソール、電子玩具等の携帯娯楽機

器開発メーカー向けにライセンス販売する。

また、FPGAによる本『システム IP』評価キ
ットも用意している。 

（7/15） 
 
 
 
 
 

東海道新幹線（のぞみ）停車駅で

「公衆無線 LAN インターネット
接続」のトライアルを拡大 
 
 東海旅客鉄道（JR東海）は、エヌ・ティ・
ティ エムイー（NTT-ME）と共同で 2003年
4月 21日より開始した、東海道新幹線「のぞ
み」停車駅での『公衆無線ＬＡＮを利用した

高速インターネット接続実験』の利用可能エ

リアを同「のぞみ」停車全駅に拡大するとと

もに、有料トライアルに移行すると発表した。 
 
 有料トライアルの実施期間は、2003 年 7
月 25日から 2004年 3月 31日まで。それに
ともない、有料トライアルに参加するインタ

ーネットサービスプロバイダ（参加 ISP）の
会員向け登録が開始される。 
 
 利用料金は申し込む ISPにより異なるが、
DTIでは 1日 200円で、WAKWAKではダイ
ヤルアップ接続が無制限で可能なワイド系コ

ースのユーザーは追加料金なしで有料トライ

アルに参加できる。 
 
 提供エリアは、現行の東京駅・新大阪駅に

加え、その他の「のぞみ」停車全駅（新横浜・

名古屋・京都各駅）でも利用可能となる。ま

た、2003年 10月 1日に開業する品川駅でも
利用可能となる。 

（7/10） 
 
 
 
有線ブロード、契約件数 12 万件を

突破 

 
 有線ブロードネットワークスは、ブロード

バンド事業（FTTH ブロードバンドインターネ

ットサービス）について、2003 年 6 月末時点

の進捗状況を発表した。 

 

 これによると、工事日が確定している契約

者数が 123,022 件、回線が開通している取り

付け数が 74,701 件となった。 

 

 前月 2003 年 5 月末時点のものと比べると、

契約者数で約 11,000 件、取り付け数で 6,200

件を越える増加となっている。 

 

 なお、今月より集合住宅取付棟数に加え、1

棟あたりの平均加入戸数が追加されており、

それによると、集合住宅取付棟数は 17,161、
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1 棟あたりの加入戸数は 3.90 となっている。 
（7/10） 

 
 
6月末の DSL加入者数は 825万 
 
 総務省から 2003年 6月末時点のDSL加入
者数の速報が発表された。それによると加入

者数は8,257,118で、これは前月末の4.4%増。
増加率は前月から 1.3%のマイナス。 
 
 内訳を見ると NTT 東西のフレッツ ADSL
での加入者が 3,068,486と初めて 300万を越
えた。他事業者経由の DSL 加入者が残りの
5,188,632とこちらも初めて500万を越えた。
NTT 東西のフレッツ ADSL のシェアは
37.2%と前月から 0.2%のプラス。 

（7/10） 
 
 
スキルアップジャパン、著作権保

護機能を備えたダウンロードショ

ップ構築パッケージソフトを発売 
 
 スキルアップジャパンは、著作権保護機能

を備えたダウンロードショッピングサイト向

けパッケージソフト「DigPot」の正式発売を
開始すると発表した。 
 
 DigPotは、映像・音楽やソフトウェアなど
のダウンロード販売サイト向けの構築パッケ

ージソフトウェア。一般的なショッピングサ

イトとしての「ショッピングカート」や「決

済処理」機能を搭載しているほか、ダウンロ

ード販売サイト向けに、ダウンロード管理機

能や著作権保護機能を備えている。 
 
 ダウンロード管理機能は、ユーザーのダウ

ンロードが集中している際に、サーバー側で

ダウンロード数を調整・管理する。 
 
 著作権保護機能では、同社が開発した著作

権保護 ASP サービス「DR-PROVIDER」を
DigPotに搭載して実現している。 
 
 そのほかにも DigPot では、決済機能や、
会員管理機能などを標準で備えており、デジ

タルコンテンツの販売に対応した安全なＥコ

マースサイトの構築を短期間に低コストで実

現する事が可能としている。 
（7/9） 

 

  フェイスがウェブマネーを連結子

会社化 
 
 フェイスは、プリペイド型電子決済サービ

ス「WebMoney」を運営するウェブマネーの
発行済み株式総数の 43.9％を取得し、連結子
会社化したと発表した。 
 
 フェイスは携帯電話向け着信メロディの配

信技術を持ち、配信サイトやハードウェアメ

ーカーに技術ライセンスやソリューションを

提供している。 
 
 ウェブマネーはプリペイド型電子決済サー

ビスでトップシェアの実績があり、今後は両

社で連携して各種端末向け新コンテンツサー

ビスの開発を進めるとしている。 
（7/7） 

 
 
SME、CDと SACDのハイブリッ
ドディスクを発売 
 
 ソニー・ミュージックエンタテインメント

は、通常の CDと SACDの、2枚の記録層を
重ねた「ハイブリッド CD」を 2003年 9月 3
日から発売すると発表した。 
 
 ハイブリッド CDは、DSD方式で記録され
た SACD 層と、PCM 方式で記録された通常
のCD層を貼り合わせた2層構造のディスク。
SACDプレーヤーでSACDディスクとして再
生できるほか、SACDの再生に対応していな
い CD プレーヤーでも、CD 層を読み取るこ
とで、通常の CDと同様に再生できる。 
 
 第 1弾は元ちとせのアルバム「ノマド・ソ
ウル」で、以降 10月 22日までに 7タイトル
のリリースが予定されている。 
 
 今回のハイブリッド CD の導入理由につい
ては、「SACD に対応した低価格なハードウ
ェアの市場導入、他レコード会社の積極的な

参入、マルチチャンネルディスクの普及など

により、ユーザー認知度が高まり、マーケッ

トが成長してきたと判断したため」としてい

る。 
（7/7） 

 
 
 
 

IPモバイル、定額制常時接続を目
指した下り 1Mbps無線通信実 
 
 マルチメディア総合研究所は、100%子会
社 IP モバイルが TD-CDMA（時分割－符号
分割多重接続）技術を使用したモバイルブロ

ードバンド実験システムの実験局を都内に構

築したと発表した。 
 
 IPモバイルは 4月に実験局免許を取得。実
験システムには米 IPWireless の技術を採用
している。実験局では第 3世代移動体通信規
格・IMT-2000 のうち UMTS TDD（Time 
Division Duplex）技術を利用した伝搬実験を
実施する。 
 
 通信速度は 3.84Mbps の High Chip Rate
に準拠。周波数帯は TDD用に定められた 2.1
－2.25GHzを使用する。端末は Ethernet か
USB で接続するモデムと PC カード型とな
る。 
 
 時分割多重方式を使用することで、上り/
下りの通信速度を非対称に設定でき、当初は

上り数百Kbps／下り 1Mbps程度の常時接続
サービスを実現できる見通しとしている。 
 
 また高速移動時の通信も可能で、首都高速

道での通信を確認したとしている。基地局間

のローミングを検証するため、実験局を 3局
に増設する計画。 

（7/7） 
 
 
JR西日本、NTTグループ 2社が
無線 LANサービスの接続実験 
 
 西日本旅客鉄道（JR 西日本）は、西日本
電信電話（NTT西日本）と NTTコミュニケ
ーションズ（NTT Com）と共同で、駅構内に
おける無線 LAN によるインターネット接続
サービスの実験を今秋に開始すると発表し

た。 
 
 この実験では、複数の無線 LAN事業者が 1
つのアクセスポイントを共同利用する方式

（VLAN及びローミング）により、公共スペ
ースである駅での無線 LAN 利用をより多く
のユーザーが体験できるよう目指すもの。実

験期間は 2003年 10月か 2004年 3月までの
6カ月間。 
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 アクセスポイントは JR 西日本の新大阪駅
と新神戸駅の待合スペース。実験に参加でき

るのは、JR西日本が募集する接続モニターを
はじめ、NTT 西日本が提供する公衆無線
LAN サービス「フレッツ・スポット」や、

NTT Com の公衆無線 LAN サービス

「HOTSPOT」を利用するユーザー。 
 
 また、JR東日本と JR東海が行なうインタ
ーネット接続サービスとのローミングも検討

中とし、JR西日本、NTT西日本、NTT Com
の 3社では、実験の詳細が決定した時点で改
めてモニター募集などの告知を行なうとして

いる。 
 

（7/3） 
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